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、一定
し
て
お
め
宅
一
と
ラ

ど
ざ
わ
.ま
才

木原信次議長

• • 

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
は
、
合
併
問
題
で
あ
り
ま
す
。
遠
賀
郡

百
年
の
大
計
と
い
え
る
四
町
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
本
年
の
六
月
に
も
合
併
の

可
否
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
合
併
協
議
会
を
設
置

し
、
事
務
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
で
も
特
別
委
員
会
、
全
員
協
議

会
で
の
意
見
を
調
整
し
て
合
併
法
定
協
議
会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
五
月
に
は
、
「
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」
が
完
成
の
予
定
で
す
。

本
町
の
情
報
化
時
代
の
幕
開
け
に
な
る
施
設
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
情
報
を
広

く
す
ば
や
く
届
け
て
福
祉
の
増
進
や
地
域
産
業
の
振
興
を
図
り
、
今
後
は
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
大
い

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
特
に
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
網
を
通
じ
全
世
界
に
眼
を
向
け
、
情
報
交
換
や
人
々
と
の
交
流
な
ど

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人
と
自
然
の
や
さ
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
実
現
す
べ
く
よ
り
一
層
の
努
力
を
必
要
と
す
る
年
で
あ
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
今
年

一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

厚
く
お
礼
申



平
成
凶
年
第
4
回
定
例
会
が
、

平
成
日
年
ロ
月
9
日
か
ら

幻
日
ま
で
の
凶
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

月
定
例
会
で
は
、

こ
の
辺

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
役
場
の
位
置
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、

別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
議
案
凶
件
、

2
件、

陳
情
1
件、

県
立
遠
賀
病
院
に
つ
い
て

固
精
神
・
痴
呆
・
結
核
な
ど

病
院
経
営
上
不
採
算
部
門
が
あ

っ
て
、
民
間
の
経
営
感
覚
だ
け

で
は
出
来
な
い
と
こ
ろ
に
公
的

機
関
と
し
て
の
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
。

圏
県
は
委
譲
先
の
検
討
を
し

て
い
る
の
で
、
町
と
し
て
も
七

つ
の
項
目
で
民
問
委
譲
の
条
件

の
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。
そ

れ
が
か
な
う
形
で
の
民
問
委
譲

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

一
般
会
計
及
び
特

請
願

1
件、

意
見
書

な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
議
決
状
況
(
抜
粋
)

O
岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

(
賛
成
多
数
可
決
)

岡
垣
町
の
教
育
・
文
化
・
福

祉
の
向
上
お
よ
び
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
情
報

化
の
推
進
と
情
報
交
流
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
岡
垣
情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
開
館
に
向
け
て
の
条
例

制
定
で
す
。

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の
対
策
は

圏

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
警
察
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る

遠
賀
郡
4
町
合
併
に
つ
い
て

固
合
併
問
題
で
住
民
は
何
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
か
。

圏
関
心
が
高
い
の
は
「
住
民

生
活
が
ど
う
変
る
か
」
「
住
民

に
と
っ
て
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
」
「
市
の
名
称
、
市
庁
舎

の
位
置
」
「
公
共
料
金
な
ど
住

民
の
負
担
」
な
ど
で
あ
る
。

固
合
併
協
は
合
併
の
可
否
の

結
論
を
い
つ
出
す
予
定
か
。

圏

来

年

の

5
月
か
6
月。

固
住
民
の
関
心
が
高
い
問
題

は
ま
だ
協
議
さ
れ
て
い
な
い
。

住
民
意
向
を
把
握
す
る
時
間

的
余
裕
が
あ
る
の
か
。
す
ぐ
に

も
住
民
投
票
の
実
施
を
合
併
協

議
会
と
岡
垣
町
議
会
に
提
起
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

圏
合
併
協
の
可
否
の
結
論
の

前
に
住
民
意
向
を
確
か
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
各
町
と
調
整

し
て
い
き
た
い
。

悪
徳
商
法
に
つ
い
て

固
高
齢
者
な
ど
に
悪
徳
商
法

O
一
般
会
計
補
正
予
算

(第
5
号
)

(
賛
成
多
数
可
決
)

O
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
(
第
l
号
)

(
賛
成
多
数
可
決
)

O
老
人
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
(
第
1
号
)

〈
賛
成
多
数
可
決
)

O
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
1
号
)(

可
決
)

O
農
業
及
び
漁
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第
1
号
)

の
被
害
が
広
が
っ
て
い
る
が
。

圏
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
は
前
年
度
比
ニ
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
八
千
八
件
の
相
談
。

町
で
も
窓
口
と
電
話
で
平
成
日

年
度
二
十
一
件
、
凶
年
度
三
十

三
件
、
同
年
度
は
現
在
二
十
一

件
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。
同

セ
ン
タ
ー
や
警
察
等
と
連
絡
を

し
な
が
ら
苦
情
、
相
談
の
受
付

け
を
し
て
い
る
。

田
被
害
が
出
て
か
ら
で
は
遅

い
。
相
談
窓
口
を
置
く
な
ど
十

分
な
対
策
を
求
め
る
。

圏
消
費
者
保
護
基
本
法
で
、

行
政
の
役
目
、
責
務
も
あ
る
の

で
、
環
境
共
生
課
を
担
当
窓
口

に
し
て
い
る
。
被
害
に
あ
わ
な

〈
可
決
)

以
上
、
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
人

事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

調
整
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

年々傍聴される人が増えている

い
よ
う
に
対
策
な
ど

を
広
報
な
ど
で
ひ
き

つ
づ
き
周
知
し
て
い
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固

学
校
給
食
に
地
元
の
農
産
物
を

圏

地
産
地
消
は
町
の
課
題
で
あ
り
研
究
し
た
い

岡垣のおいしいお米を学校給食に

固

食
育
と
地
産
地
消
の
取
り
組
み

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

国

学
校
給
食
に
地
元
の
農
産

物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

国

食
材
の
安
全
性
、
安
定
し

た
供
給
、
価
格
の
問
題
は
あ
る

が
、
地
産
地
消
は
町
の
課
題
で

あ
り
、
先
進
地
に
学
び
、
ま
ず

そ
の
入
口
と
し
て
岡
垣
米
の
使

用
を
研
究
し
た
い
。

固

国
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン

を
学
校
給
食
に
使
え
な
い
か
。

輸
入
小
麦
は
ポ
ス
ト
ハ
l
ベ
ス

ト
な
ど
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題

が
あ
る
。
佐
賀
市
が
実
施
し
て

い
る
。

国

価
格
の
問
題
が
あ
る
。

岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

田

町
の
基
本
見
解
は
。

福
銀
前
の
信
号
か
ら
東
高
陽
線
の
歩
道
整
備
は

圏

全
体
の
事
業
計
画
を
た
て
対
応
し
て
い
く

岡
垣
町
の
中
心
市
街
地
の

将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て

田

中
心
市
街
地
に
附
随
す
る

道
路
及
び
歩
道
に
つ
い
て
の
整

備
は
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

圏

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
で
は
、
中
心
市
街
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
基
盤
整
備
な

ど
改
善
の
た
め
の
十
一
の
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。
現
在
に
お

け
る
進
捗
は
海
老
津
・
源
十
郎

線
の
整
備
、
県
道
宗
像
線
の
歩

道
整
備
に
着
手
し
て
い
る
。

固

新
海
老
津
信
号
よ
り
世
々

町
歩
道
橋
ま
で
の
歩
道
設
置
に

つ
い
て
は
測
量
も
済
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
た
が
。

圏

特
定
交
通
安
全
整
備
事
業

に
よ
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
で
の
歩

道
設
置
を
図
る
よ
う
に
事
業
計

画
を
立
て
て
い
る
が
、
整
備
年

度
は
平
成
げ
年
度
認
可
申
請
を

予
定
し
て
お
り
、
平
成
四
年
度

着
手
に
向
け
て
国
や
県
と
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

お 固 な線国連
け 毘
る平 て 道 赤 起
用成い路井 聖
地 15る.手 備
の年 問 歩 信 に
一度 道号 つ
部に 整よ
を当 備 り L、
土路 は東 て
地線 ど高
聞に う陽

発
公
社
に
お
い
て
先
行
取
得
し

た
の
で
、
今
度
は
全
体
の
事
業

計
画
を
た
て
補
助
メ
ニ
ュ
ー
で

対
応
し
て
い
き
た
い
が
、
財
源

確
保
が
急
務
で
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

田

町
内
の
郊
外
道
路
・
歩
道

整
備
が
目
に
見
え
て
進
ん
で
い

る
中
、
中
心
市
街
地
内
の
整
備

が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
町
単
費
で
は
無
理

園

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

り
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
人

と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、

お
互
い
支
え
合
い
な
が
ら
社
会

に
参
画
し
て
い
け
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

田

町
民
へ
の
具
体
的
な
啓
発

+品。圏

広
報
等
に
よ
る
日
常
的
な

情
報
の
提
供
や
関
連
講
座
、
教

育
現
場
に
お
け
る
研
修
等
の
実

施
を
す
る
。

固

企
業
、
事
業
者
等
に
男
女

共
同
参
画
状
況
の
届
け
出
を
さ

せ
る
事
業
者
責
務
の
項
を
条
例

に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

園

考
え
て
い
る
。

陽子西国

な
事
業
な
の
で

園
、
県
の
補
助

金
の
確
約
と
共

に
出
来
る
だ
け

早
く
整
備
に
取

り
か
か
れ
る
努

力
を
切
望
す
る
。

ま
た
、
今
後
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業

を
進
捗
状
況
を

知
ら
せ
て
ほ
し

い
。
(
お
願
い

し
た
い
。
)

田

町
職
員
の
女
性
管
理
職
登

用
や
審
議
会
等
の
女
性
比
率
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
。

圏

男
女
を
問
わ
ず
、
そ
の
能

力
に
応
じ
て
管
理
職
と
し
て
登

用
を
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

審
議
会
等
は
ま
ず
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
標
に
取
り
組
む
。

固

来
た
る
少
子
高
齢
化
の
問

題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
も
男

女
を
問
わ
ず
、
家
事
、
育
児
、

仕
事
、
介
護
を
担
う
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

が
急
務
で
あ
る
。
(
お
願
い
し

た
い
。
)

歩道の設置が待たれる



固

側
溝
の
改
良
を

園

区
長
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
す
る

側溝整備事業

乳
幼
児
医
療
費
の

支
援
拡
大
を
!

固

少
子
化
対
策
と
し
て
、
現

在
三
歳
迄
実
施
し
て
い
る
乳
幼

児
医
療
費
で
、
通
院
で
の
自
己

負
担
の
無
料
化
を
就
学
前
迄
拡

大
が
で
き
な
い
か
、
又
、
当
面

四
歳
ま
で
で
も
助
成
制
度
を
拡

大
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

圏

来
年
度
か
ら
検
討
を
始
め

た
い
。
公
費
負
担
対
象
の
三
歳

未
満
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て 和男

は
、
平
成
凶
年
叩
月
か
ら
保
険

給
付
が
七
割
か
ら
八
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
(
県
や
町
)
の
負

担
軽
減
が
計
ら
れ
ま
し
た
。
又
、

福
岡
県
に
お
い
て
は
、
平
成
同

年
1
月
か
ら
入
院
の
み
で
は
あ

る
が
、
就
学
前
迄
を
公
費
で
負

担
し
、
被
保
険
者
の
子
育
て
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
福
岡

市
、
北
九
州
市
な
ど
二
十
団
体

前
後
が
通
院
に
つ
い
て
も
公
費

で
負
担
す
る
こ
と
を
実
施
、
ま

た
は
予
定
し
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
基
く
行
動
計
画
の
作
成

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

竹内

.、。，
b
o
、d
q
，bo
、Joo
，b
由、d
o
，b
o
、d
白，L

O

由、d
内，b
o
、d
内，b
o
、。。，

t
p

品、d

固

4
町
対
等
合
併
か
・
新
市
合
併
か

園

新
市
合
併
で
す

国
の
お
し
つ
け
合
併
に

つ
い
て

(そ
の
こ
)

回

全
国
町
村
長
大
会
が
合
併

問
題
の
重
大
性
に
よ
り
度
々
開

催
さ
れ
て
い
る
。
ロ
月
3
日
に

開
催
さ
れ
た
同
大
会
の
感
想
と

決
議
内
容
に
つ
い
て
答
弁
を
求

め
る
。

圏

全
国
町
村
長
と
町
村
関
係

者
三
千
ニ
百
名
が
参
加
、
町
村

長
の
総
意
を
結
集
し
町
村
は
住

民
の
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体

で
あ
る
町
村
自
治
の
確
立
と
行

財
政
基
礎
の
強
化
、
活
力
と
魅

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
期

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
。
出

席
し
て
町
の
役
割
を
再
認
識
す

る
機
会
に
な
っ
た
。
合
わ
せ
て

非
常
に
厳
し
い
局
面
が
待
ち
受

け
て
い
る
こ
と
、
合
併
問
題
は

し
っ
か
り
舵
取
り
が
重
要
で
あ

る
、
国
・
政
府
に
対
し
決
議
、

2

・、d
白，b
o

、・1

緊
急
重
点
決
議
、
宣
言
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

町
村
合
併
の
緊
急
重
点
決
議

ー
、
人
口
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
市
町
村
を
基

礎
自
治
体
と
位
置
づ
け
権
限

の
剥
奪
、
制
限
、
縮
少
は
行

わ
な
い
こ
と
。

2
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て

も
強
制
的
な
合
併
は
行
わ
な

い
こ
と
。

光利

3
、
地
方
交
付
税
の
も
つ
財
源

調
整
機
能
、
財
源
保
証
機
能

を
絶
対
堅
持
す
る
と
と
も
に

必
要
な
総
額
を
確
保
す
る
こ

と。
4
、
税
源
移
譲
等
に
よ
り
町
村

税
財
源
の
充
実
確
保
を
は
か

る
こ
と
。
国
庫
補
助
負
担
金

は
廃
止
・
縮
減
を
先
行
実
施

す
る
な
ど
、
単
な
る
地
方
へ

の
負
担
転
嫁
は
絶
対
に
行
わ

な
い
こ
と
。
以
上
で
す
。

細川

遠
賀
郡
4
町
合
併
の
性
格

固

4
町
対
等
合
併
か
、
新
市

合
併
か
、
こ
れ
ま
で
凶
年
間
合

4
町
合
併
で
指
導
力
を
!

固

来
年
6
月
に
は
法
定
協
で

合
併
の
可
否
、
続
い
て
各
議
会

で
も
合
併
の
可
否
が
議
決
さ
れ

る
。
各
町
の
利
害
を
乗
り
越
え

て
合
併
を
実
現
す
る
に
は
、
樋

高
町
長
の
行
動
力
と
指
導
力
が

今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
合
併
が
達
成
・
実
現
で
き
る

と
考
え
る
の
か
。

国

ニ
つ
の
基
本
姿
勢
で
臨
み

た
い
。
協
定
論
議
に
お
い
て
各

町
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
手
法

が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
町
の
自

己
主
張
に
偏
ら
ず
4
町
全
体
を

広
く
見
渡
し
て
検
証
す
る
こ
と
。

併
の
調
査
、
研

究
が
行
わ
れ
結

論
は
で
な
か
っ

た
。
法
定
協
議

会
の
1
年
間
の

審
議
で
合
併
か
。

国

新
市
合
併

で
す
。
当
町
の

ま
ち
づ
く
り
以

上
の
将
来
に
向

け
た
展
望
が
開

け
る
か
否
か
が

判
断
基
準
で
あ

る。

も
う
一
つ
は
新
市
の
発
展
性
を

考
え
る
積
極
的
な
姿
勢
を
と
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。

旭
台
団
地
の
側
溝
改
良
を
!

固

旭
台
団
地
は
、
開
発
か
ら

初
年
近
く
経
過
し
て
お
り
、
道

路
側
溝
の
改
良
は
、
住
民
要
望

が
非
常
に
強
い
。
早
期
に
改
良

が
出
来
な
い
か
。

園

高
齢
者
の
安
全
面
の
検
討

が
必
要
で
、
蓋
か
け
や
老
朽
箇

所
の
手
直
し
に
つ
い
て
は
、
区

長
と
協
議
し
な
が
ら
危
険
箇
所

か
ら
改
良
を
実
施
す
る
。

4町合併協議会

ー‘



「
道
の
駅
」
で
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
を

b
F

棚田‘嗣
久

国

憲
法
及
び
地
方
自
治
法
は
、

地
方
自
治
体
に
対
し
て
「
住
民

自
治
」
の
視
点
か
ら
、
国
以
上

に
最
終
決
定
に
住
民
意
思
が
反

映
す
る
事
(
直
接
民
主
主
義
)

を
期
待
し
て
い
る
。

町
長
が
直
接
住
民
か
ら
意
見

を
聞
き
、
生
か
し
て
い
く
直
接

民
主
主
義
手
法
、
こ
れ
が
住
民

参
画
だ
と
思
う
。

地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て

々
と
美
し
い
海
岸
が
お
り
な
す

景
観
は
岡
垣
町
の
貴
重
な
観
光

資
源
で
あ
る
。

主
な
観
光
施
設
と
し
て
湯
川

山
の
桜
並
木
や
遠
賀
・
宗
像
自

転
車
道
、
フ
ル
ー
ツ
を
主
と
し

た
観
光
農
園
や
波
津
海
岸
の
旅

館
な
ど
が
あ
る
。

現
在
、
地
域
振
興
拠
点
施
設

と
し
て
「
道
の
駅
」
の
建
設
に

固

岡
垣
町
を
代

表
す
る
地
場
産
業

と
観
光
の
目
玉
は

何
か
。

園

農
業
が
岡
垣

町
の
主
た
る
産
業

で
、
米
・
野
菜
・

フ
ル
ー
ツ
な
ど
、

地
域
の
特
性
に
応

じ
た
多
品
種
の
農

産
物
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。

観
光
の
目
玉
は

豊
か
な
自
然
で
あ

り
、
緑
豊
か
な
山

q
'
b
o

、dq
'
b
p

、。舟，
b
o

、A品
'
b
o

、Avqro
由、。

観
光
に
関
す
る
P
R
や
観
光
ル

l
卜
は

圏

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
が

本
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
新
た

な
観
光
施
設
と
し
て
、
そ
の
機

能
が
発
揮
さ
れ
る
と
思
う
。

固

観
光
に
関
す
る

P
R
や
観

光
ル

I
ト
に
つ
い
て
問
う
。

国

現
在
は
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
案
内
板
で
情
報
を
提
供
し

て
い
た
が
、
来
年
度
情
報
プ
ラ

ザ
が
開
館
す
る
と
こ
の
施
設
の

機
能
を
活
か
し
、
映
像
を
使
っ

た
観
光
情
報
の
提
供
を
行
う
準

恵子

固

る興び 自 の化 固 れ lす 備
。品わ 取な るクれ まを
目がブりど農。とばた進
とあラ組、漁 観 新、め
しりンみ特業 光た 「 て
て、ドに産産 ルな道い
期福品つ品物 l観の 号
待岡といのの ト光駅"
さ県して開プ がネ」
れ果て閉発ラ 確ツが
て樹高三促ン 立ト完
い振倉 進ド さワ成

矢島

ま
た
、
い
ち
じ
く
も
県
の
推

奨
品
と
し
て
産
地
拡
大
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
育
成
等
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
で
は
獲
る
漁
業
か
ら
育

て
る
漁
業
、
根
付
け
漁
業
へ
の

転
換
を
図
る
中
で
波
津
の
あ
わ

び
、
は
ま
ぐ
り
を
岡
垣
町
の
特

産
品
に
と
い
う
思
い
で
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。

「
情
報
プ
ラ
ザ
」
・
「
道
の
駅
」
で
情
報
を
提
供

合
併
の
可
否
は
住
民
投
票
で
結
論
を

園

住
民
投
票
は
住
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る

園

そ
の
と
お
り
で
す
。

固

住
民
参
画
を
進
め
て
い
く

上
で
重
要
な
事
は
①
徹
底
し
た

情
報
公
開
②
住
民
の
意
見
を
大

切
に
す
る
・
生
か
し
て
い
く
事

で
す
。
住
民
参
画
の
具
体
的
な

手
段
と
し
て
、
住
民
投
票
は
重

要
な
課
題
だ
と
思
う
。

圏

そ
う
認
識
し
て
い
る
。

固

住
民
投
票
は
、
首
長
等
に

そ
の
結
果
を
尊
重
さ
せ
る
事
か

ら
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ
る
、

き
わ
め
て
有
効
手
段
で
、
ま
た

積
極
的
意
味
を
持
つ
。

し
か
し
「
住
民
全
体
の
意
向

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
」
等
、
あ
く
ま
で
も
代
議

制
民
主
主
義
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ

る。
岡
垣
町
で
は
ど
う
い
う
場
合

に
住
民
投
票
が
考
え
ら
れ
る
か
。

圏

合
併
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

固

第

2
次
地
方
制
度
調
査
会

答
申
は
市
町
村
合
併
問
題
で
「
地

域
に
住
む
住
民
自
身
の
意
思
を

問
う
住
民
投
票
制
度
の
導
入
を

図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
「
住
民
の
総
意

で
合
併
を
進
め
る
」
と
い
う
町

長
の
姿
勢
か
ら
も
当
然
住
民
投

票
で
住
民
の
意
思
の
確
認
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

圏

合
併
は
住
民
の
方
々
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
で
あ

り
ま
す
。
住
民
投
票
制
度
が
地

方
制
度
調
査

会
答
申
の
中

で
位
置
付
け

ら
れ
、
こ
れ

を
実
施
す
る

こ
と
が
住
民

利
益
に
つ
な

が
る
と
私
は

認
識
し
て
い

る。

合併は住民に大きな影響を及ぼす



臨む理E国国

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

・
初
人
以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る

議
会
請
願
」
が
提
出
さ
れ
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
請
願
を
採
択
し
、
議
会
か
ら
左
記
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

請

願

者

福
岡
県
教
職
員
組
合

遠
賀
中
間
支
部
支
部
長

西
田
陽
子
議
員

黒
田
高
志

紹
介
議
員

(要

約

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
と

ぬ
人
以
下
学
級
実
現
を
求
め
る
意
見
書

近
年
の
厳
し
い
国
家
財
政
を
反
映
し
て
、
国
で
は
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
見
直
す
動
き
が
あ

る。
一
定
水
準
の
教
育
内
容
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
国
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
は
そ
の
財
政
的
裏
づ
け
を
担
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
見
直
し
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
幅
広
い
見
地
か

ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
趣
旨
か
ら
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
下
で
も
既
に
各
地
方
で
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
お
り
、
交
付
金
化
へ
の
移
行
は
地
域
に
お
け
る
教
育
水
準
の
格
差
を
招
き
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
国
は
教

育
水
準
の
維
持
・
向
上
の
た
め
地
方
に
多
大
の
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
.
ま
た
学
校
事
務
職
員
、
学
校
栄
養
士
に
つ
い
て
も
従
来
ど
お
り
堅
持
す
る
よ
う

合
わ
せ
て
強
く
要
望
す
る
。

さ
ら
に
、
現
行
1
ク
ラ
ス
に
却
人
に
よ
り
少
人
数
に
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
保
護
者
の
願
い
で
あ
る
。

現
在
各
自
治
体
の
独
自
措
置
に
よ
り
叩
都
道
府
県
で
少
人
数
学
級
が
実
現
し
て
い
る
。
一
日
も
早
い
全
国

一
率
の
初
人
以
下
学
級
実
現
の
た
め
の
法
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

全
員
賛
成

提
出
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

大
堂
園
時
治

市

津

広

海

久
保
田
秀
昭

矢

島

恵

子

細

川

光

利

西

国

陽

子

可
決

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
外
2
大
臣

〆司帽

(要

約

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

日
年
5
月
1
日
に
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ク
で
の
戦
闘
終
結
を
宣
言
し
て
か
ら
半
年
以
上
が
た
つ
て

い
る
が
現
地
の
治
安
は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
つ
い
に
は
日

本
の
外
務
省
職
員
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

小
泉
首
相
は
記
者
会
見
で
「
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
の
人
道
復
興
支
援
の
た
め
に
活
動
す
る
。
武
力
行
使
は

し
な
い
。
戦
闘
行
為
に
参
加
し
な
い
」
と
発
言
し
た
が
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
補
償
は
ど
こ
に
も
な

自
衛
隊
を
派
遣
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
戦
後
私
た
ち
が
築
い
て
き
た
「
非
戦
国
」
日
本
へ
の
信
頼
を
根

底
か
ら
破
壊
す
る
結
果
と
な
る
。
自
衛
隊
を
派
遣
せ
ず
と
も
、
長
年
の
経
済
制
裁
、
湾
岸
戦
争
に
始
ま
る

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
よ
る
放
射
能
汚
染
、
戦
火
に
よ
る
被
災
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
イ
ラ
ク
の
人
々
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
国
憲
法
を
遵
守
し
、

賛
成
少
数

否
決

〈要

約

J

R
海
老
津
駅
南
側
開
発
促
進
に
つ
い
て
の
陳
情 自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
の
中
止
を
求
め
る
。

提

出

者

平

山

弘

賛
成
者
久
保
田
秀
昭

賛

成

者

細

川

光

利

賛

成

者

西

国

陽

子

岡
垣
町
第
4
次
総
合
計
画
の
重
点
施
策
と
定
め
た
「
J

R
海
老
津
駅
南
側
開
発
」
に
向
か
っ
て
の
行
動

を
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
下
記
事
項
に
つ
い
て
陳
情
す
る
。

ー
、
町
議
会
内
に
J

R
海
老
棒
駅
南
側
開
発
促
進
の
た
め
の
機
関
設
置

町
議
会
内
に
第
4
次
総
合
計
画
に
も
と
づ
く
J

R
海
老
津
駅
南
側
開
発
を
重
点
か
つ
専
門
的
に
検

討
し
、
実
行
計
画
を
策
定
す
る
「
特
別
機
関
」
を
設
置

2
、
J

R
海
老
津
駅
南
口
の
開
設
を
前
提
と
し
て
「
海
老
津

・
白
谷
線
町
道
改
良
工
事
」
を
平
成
凶
年

度
以
降
引
き
続
き
着
工
し
、
早
期
開
通
を
。
ま
た
駅
裏
は
広
大
な
開
発
の
余
地
を
有
し
、
大
き
な

経
済
効
果
が
見
通
し
さ
れ
る
。
総
合
的
に
均
衡
あ
る
発
展
を
期
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
全
体
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
。

遠
賀
郡
の
合
併
に
向
け
た
都
市
計
画
を
策
定
す
る
と
き
は
、
本
地
域
を
重
要
地
域
に
位
置
づ
け
す

る
こ
と
。

全
員
賛
成

採
択

提
出
者

海

老

津

区

長

上
海
老
浄
区
長

東
海
老
津
区
長

新
海
老
津
区
長

田木平木
代村田原

栄大 館
一工也ー



中心市街地活性化に関する調査特別委員会
(岐阜県大垣市まちの駅)視察

三里松原の松葉かき (2月7臼)約200人が参加

合併に関する調査特別委員会(岩手県北上市視察)

ふれあいスポーツデー (10月13日)
557人が参加

ボランティ ア植樹(2月16日)約200人が参加

今
議
会
の
一
般
質
問
は
、
町

政
の
最
大
の
課
題
で
あ
る

4
町

合
併
問
題
が
多
か
っ
た
。

地
方
自
治
と
は
何
か
、
住
民

福
祉
や
住
民
負
担
は
ど
う
な
る

か
な
ど
大
き
な
町
政
謀
題
で
あ
り
、

今
後
も
住
民
の
目
線
で
の
、
住

民
の
皆
さ
ん
方
に
分
か
り
ゃ
す

い
議
論
が
期
待
さ
れ
る
。

一
般
会
計
補
正
で
は
、
町
立

保
育
所
の
待
機
児
童
を

O
に
す

る
予
算
が
熱
心
に
審
議
さ
れ
た
。

景
気
不
況
の
も
と
共
稼
ぎ
が

増
え
て
、
全
国
的
に
も
保
育
所

希
望
が
増
加
え
、
逆
に
幼
稚
園
児

は
減
少
し
て
い
る
。

審
議
の
中
で
は
、
定
員
を
超

え
て
い
る
た
め
保
育
所
が
手
狭

に
な
っ
て
い
る
問
題
、
保
育
士

の
待
遇
な
ど
質
疑
さ
れ
た
。

こ
う
い
う
問
題
も
広
報
で
知

ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
良
い

と
思
う
が
、
議
会
広
報
の
予
算

も
限
ら
れ
て
い
て
、
効
率
化
と

サ
ー
ビ
ス
の
狭
間
で
あ
る
。

読
み
や
す
い
、
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
に
す
る
た
め
に
、
表
紙
・

割
付
・
写
真
な
ど
毎
度
苦
労
し

て
い
る
。

市
町
村
議
会
主
催
の
研
修
会

に
も
参
加
し
、
研
鎮
を
重
ね
て

今
後
さ
ら
に
よ
い
議
会
だ
よ
り

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

平

山

弘

議
会
広
報
委
員
会

委

員

長

竹

委

員

土

委

員

曽

委

員

平

委

員

大

堂山宮屋内

良清和圏

治弘翼手資男


